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市
内
最
大
規
模
の
訓
練
で
あ
る

総
合
防
災
訓
練
を
10
月
25
日
に
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
導
入
し
た
電
話
配
信
サ

ー
ビ
ス
に
よ
る
市
内
全
域
で
の
情

報
伝
達
訓
練
や
、
市
職
員
の
避
難

場
所
開
設
訓
練
を
実
施
。
四
郎
丸

地
区
で
は
、
最
寄
り
の
体
育
館
ま

で
の
避
難
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
で
の
避
難
場
所
開
設
・
運
営
、

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
講
座
な
ど

21
の
訓
練
に
約
９
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
約
２
５

０
町
内
が
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

　
長
岡
地
域
防
犯
協
会
四
郎
丸
支

部
長
の
高
橋
房
雄
さ
ん
は
「
電
話

配
信
サ
ー
ビ
ス
で
市
か
ら
の
情
報

が
迅
速
に
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
訓

練
を
通
じ
て
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
禍

で
の
災
害
対
応
の
イ
メ
ー
ジ
が
持

て
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

磯
田
市
長
は
「
洪
水
時
は
、
ま
ず

は
自
宅
の
高
い
場
所
、
次
に
知
人

や
親
戚
宅
、
で
き
な
い
場
合
に
市

の
避
難
場
所
と
い
う
『
長
岡
方
式

の
避
難
行
動
』
を
改
め
て
実
践
し

て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

も
う
一
度
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
避
難
行
動
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
は
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
の
緊
急
事
態
を
想
定
し
た
原
子

力
防
災
訓
練
を
10
月
24
日
、 

小
国

地
域
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
県
か
ら
の
原
子
力

事
故
発
生
の
連
絡
を
受
け
て
、
各

集
落
に
情
報
や
指
示
を
伝
達
。
住

民
は
自
宅
や
集
落
の
一
時
避
難
場

所
で
、
放
射
線
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
建
物
の
中
に
避
難
す
る
屋
内

退
避
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
集
落
の
代
表
者
32
人

は
、
一
時
集
合
場
所
か
ら
バ
ス
で

避
難
す
る
一
時
移
転
訓
練
に
参
加
。

放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
状
況
を

確
認
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
簡

易
除
染
訓
練
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の

緊
急
配
布
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
は
全
体
を
通
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

図
り
な
が
ら
行
い
、
原
子
力
災
害

時
の
避
難
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し

た
。

　
磯
田
市
長
は
「
訓
練
で
見
え
て

き
た
課
題
な
ど
に
意
見
を
も
ら
い

な
が
ら
、
避
難
計
画
の
実
効
性
を

高
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　
今
後
も
訓
練
の
結
果
を
活
か
し

て
、
防
災
体
制
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

地域防災力の向上を目指して

小国地域で住民参加の小国地域で住民参加の
原子力防災訓練を実施原子力防災訓練を実施
問問原子力安全対策室原子力安全対策室ＴＴ39･230539･2305

問危機管理防災
本部Ｔ39･2262

総
合
防
災
訓
練

総
合
防
災
訓
練

地
域
地
域
とと
連
携
連
携
し
た
し
た
情
報
伝
達
訓
練

情
報
伝
達
訓
練
もも

❶台風19号の教訓を踏まえて避
難行動の考え方を学んだ洪水ハ
ザードマップ講座❷段ボール製
の間仕切りなどを組み立てる避
難場所開設・運営訓練❸とるべ
き避難行動を時間ごとにまとめ
ていくマイ・タイムライン講座

　市は、災害から身を守る行動を時系列で考
える教材「わが家の防災タイムライン」を作
成し、市立小学校へ配布しました。
　10月29日には、黒条小学校で授業を実施。
参加した５・６年生が、洪水ハザードマップ
の見方や長岡方式の避難行動を学び、自分や
家族の洪水への備えや避
難行動を考えました。
　「わが家の防災タイム
ライン」は市ホームペー
ジでも公開中です。ぜひ
家庭でご活用ください。

小学生が「わが家の防災
タイムライン」を体験

防災教育
に活用

●❶ ●❷

●❸

頭・手・足裏のスクリ－ニングを受ける集頭・手・足裏のスクリ－ニングを受ける集
落の代表者落の代表者

　
「
ダ
ン
ッ
、
ダ
ン
ッ
、
ダ
ン
ッ
」。

　
「
ダ
ン
ッ
、
ダ
ン
ッ
、
ダ
ン
ッ
」。

　
熱
し
た
鋼
を
打
つ
音
が
工
房
に

　
熱
し
た
鋼
を
打
つ
音
が
工
房
に

響
き
ま
す
。
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

響
き
ま
す
。
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

作
業
を
す
る
の
は
、

作
業
を
す
る
の
は
、1010
月
か
ら
越

月
か
ら
越

後
与
板
打
刃
物
の
修
業
に
励
む

後
与
板
打
刃
物
の
修
業
に
励
む
似似に

た
に
た

鳥鳥ど
り
ど
り

透
さ
ん（

透
さ
ん（
3131
歳
。
写
真
左
）で
す
。

歳
。
写
真
左
）で
す
。

　
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ

　
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ

れ
、
高
品
質
の
大
工
道
具
を
全
国

れ
、
高
品
質
の
大
工
道
具
を
全
国

に
供
給
す
る
越
後
与
板
打
刃
物
。

に
供
給
す
る
越
後
与
板
打
刃
物
。

そ
の
歴
史
は
４
０
０
年
以
上
と
い

そ
の
歴
史
は
４
０
０
年
以
上
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
6060
代代

の
職
人
が
〝
若
手
〞
と
呼
ば
れ
る

の
職
人
が
〝
若
手
〞
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
後
継
者
不
足
が
深
刻
に
な
っ

ほ
ど
後
継
者
不
足
が
深
刻
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
現
状
を
打
開
し

て
い
ま
す
。
そ
の
現
状
を
打
開
し

よ
う
と
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組

よ
う
と
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組

む
団
体
「
ソ
ラ
ヒ
ト
日
和
」
と
協

む
団
体
「
ソ
ラ
ヒ
ト
日
和
」
と
協

力
し
て
弟
子
を
全
国
に
公
募
。

力
し
て
弟
子
を
全
国
に
公
募
。
1010

人
以
上
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば

人
以
上
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
の
が
似
鳥
さ
ん
で
す
。

れ
た
の
が
似
鳥
さ
ん
で
す
。

　
似
鳥
さ
ん
は
北
海
道
出
身
。
工

　
似
鳥
さ
ん
は
北
海
道
出
身
。
工

業
系
の
大
学
院
を
卒
業
後
、
精
密

業
系
の
大
学
院
を
卒
業
後
、
精
密

機
器
メ
ー
カ
ー
の
勤
務
や
海
外
生

機
器
メ
ー
カ
ー
の
勤
務
や
海
外
生

活
を
経
て
、
も
の
づ
く
り
に
携
わ

活
を
経
て
、
も
の
づ
く
り
に
携
わ

る
と
い
う
夢
を
か
な
え
る
た
め
に

る
と
い
う
夢
を
か
な
え
る
た
め
に

職
人
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

職
人
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　
市
は
、
伝
統
工
芸
の
後
継
者
育

　
市
は
、
伝
統
工
芸
の
後
継
者
育

成
の
た
め
、
給
与
を
５
年
間
補
助

成
の
た
め
、
給
与
を
５
年
間
補
助

し
ま
す
。

し
ま
す
。

４
０
０
年
の
技

４
０
０
年
の
技

５
年
で

５
年
で

　
「
自
分
も
高
齢
で
時
間
が
な
い
」。

　
「
自
分
も
高
齢
で
時
間
が
な
い
」。

師
匠
の
水
野
清
介
さ
ん
（

師
匠
の
水
野
清
介
さ
ん
（
7070
歳
。
歳
。

写
真
右
）
は
危
機
感
を
口
に
し
ま

写
真
右
）
は
危
機
感
を
口
に
し
ま

す
。「
通
常
は

す
。「
通
常
は
1010
年
、
年
、
2020
年
か
か

年
か
か

り
ま
す
が
、
５
年
で
一
人
前
に
な

り
ま
す
が
、
５
年
で
一
人
前
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
。
難
し
い
技
か

っ
て
も
ら
い
た
い
。
難
し
い
技
か

ら
修
行
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」。

ら
修
行
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」。

　
似
鳥
さ
ん
に
過
度
な
気
負
い
は

　
似
鳥
さ
ん
に
過
度
な
気
負
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
ま
ず
は
早
く
一

あ
り
ま
せ
ん
。「
ま
ず
は
早
く
一

人
前
に
。
与
板
の
打
刃
物
文
化
を

人
前
に
。
与
板
の
打
刃
物
文
化
を

守
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

守
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

鍛
冶
体
験
工
房
な
ど
を
通
じ
て
、

鍛
冶
体
験
工
房
な
ど
を
通
じ
て
、

与
板
が
『
打
刃
物
の
ま
ち
』
だ
と

与
板
が
『
打
刃
物
の
ま
ち
』
だ
と

さ
ら
に
発
信
し
て
、
盛
り
上
げ
て

さ
ら
に
発
信
し
て
、
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
未
来
を
見
据

い
き
た
い
で
す
」
と
未
来
を
見
据

え
ま
し
た
。

え
ま
し
た
。

　
４
０
０
年
の
技
を
託
し
、
引
き

　
４
０
０
年
の
技
を
託
し
、
引
き

継
ぐ
。
師
弟
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た

継
ぐ
。
師
弟
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。

ば
か
り
で
す
。

問問
工
業
振
興
課

工
業
振
興
課
ＴＴ
3939
・
２
２
２
２

・
２
２
２
２

こ
の
伝
統
を
、

守
る越

後
与
板
打
刃
物

継
承

師
弟
の
挑
戦

始
ま
る

越後与板打刃物の後継者育
成へ。寄付をお願いします
　ふるさと納税の仕組みを利用する
ため、税控除の対象になります。
申「ふるさとチョイス」ホ
ームページで　問ソラヒ
ト日和・金子さんＴ090・
2758・9190

▶▶
1111
月
に
操
業
し
た
長
岡
炭
酸
㈱
の

月
に
操
業
し
た
長
岡
炭
酸
㈱
の

製
造
プ
ラ
ン
ト
（
越
路
地
域
・
朝
日
）

製
造
プ
ラ
ン
ト
（
越
路
地
域
・
朝
日
）

　
国
内
産
出
量
の
約
４
割
を
占
め
、

国
内
最
大
の
ガ
ス
田
を
有
す
る
長

岡
市
。
そ
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、

長
岡
炭
酸
㈱
が
11
月
、
越
路
地
域

で
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
天
然

ガ
ス
か
ら
抽
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
を
原
料
に
液
化
炭
酸
ガ
ス
と
ド

ラ
イ
ア
イ
ス
の
製
造
を
行
い
ま
す

（
左
図
）。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国

的
な
両
製
品
の
安
定
供
給
や
地
域

雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
は
、
新
た
な
産
業
を
大
き
な

雇
用
創
出
の
柱
と
捉
え
、
今
後
も

地
域
資
源
を
活
か
し
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

越路地域で操業開始

天然ガスの活用で
Ｃ
二酸化炭素

Ｏ２を製品化
問工業振興課Ｔ39・2222

ＣＯ２が製品化されるまで

①ガス田で採掘さ
れた天然ガスか
らCO2を抽出

②
液
体
化

ドライアイス液化炭酸ガス
製品化して供給

③
冷
却
・

　
圧
縮


